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様
の
ご
理
解
と
ご
高
配
を
お
願
い

申
し
上
げ
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

「
議
会
基
本
条
例
」
の
趣
旨
に
則

り
、
議
会
の
権
能
を
果
た
し
、
市

の
発
展
・
市
民
の
幸
福
度
の
増
大

に
努
め
る
所
存
で
す
。
市
民
の
皆

残
暑
厳
し
い
折
、
市
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

私
ど
も
は
去
る
６
月
議
会
に
お

い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ

り
正
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
浅せ

ん

学が
く

菲ひ

才さ
い

の
身
で
は
あ
り
ま

す
が
、
全
力
を
傾
注
し
職
務
を
全

う
す
る
所
存
で
す
。

日
本
社
会
は
人
口
減
少
時
代
に

入
り
、
少
子
高
齢
化
の
波
が
急
速

に
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
社
会
的

ニ
ー
ズ
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
需
要

は
、
年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
近

い
将
来
、
下
野
市
を
含
め
各
自
治

体
は
、
財
政
的
に
厳
し
い
舵
取
り

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
叡え

い

智ち

と
精
神

力
と
行
動
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮

し
て
時
代
閉へ

い

塞そ
く

の
状
況
を
打
破
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

議
会
の
役
割
は
、
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
十
全
に
働
か
せ
る
こ
と
で
す

が
、
今
や
議
会
も
考
え
、
行
動
す

る
主
体
と
し
て
、
政
策
立
案
能
力

や
政
策
形
成
能
力
の
向
上
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
下
野
市
議
会
も

平
成
28
年
第
２
回
定
例
会

は
、
６
月
１
日
か
ら
15
日
ま
で

の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

初
日
の
６
月
１
日
、
松
本
賢

一
議
長
・
小
谷
野
晴
夫
副
議
長

が
そ
れ
ぞ
れ
議
長
職
・
副
議
長

職
を
辞
職
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
予
定
の
日
程
を

変
更
し
、
直
ち
に
議
長
選
挙
を

実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
長
に
は
岩
永

博
美
議
員
、
副
議
長
に
野
田
善

一
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

平成28年平成平成平成2成28年28年8年 ２第２回

６月１６月１日 水（水水（水水）水）
～1～15日 水（水水（水水）水）

平成28年 第２回

６月１日（水）
～15日（水）

平成28年 第２回

定 例 会定 例 会
６月１日（水）
～15日（水）

新議長に岩永博美議員、新議長に岩永博美議員、新議長に岩永博美議員、
副議長に野田善一議員 が就任副議長に野田善一議員 が就任副議長に野田善一議員 が就任

岩永博美議長 野田善一副議長

就
任
ご
あ
い
さ
つ
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議
会
最
終
日
の
６
月
15

日
、
岡
本
鉄
男
議
員
の
監
査

委
員
辞
職
に
伴
い
、
市
長
か

ら
下
野
市
監
査
委
員
の
選
任

同
意
案
が
追
加
議
案
と
し
て

提
出
さ
れ
、
議
員
選
出
の
委

員
と
し
て
松
本
賢
一
議
員
を

選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

任
期
：
平
成
30
年
４
月
30
日
ま
で

　議長・副議長選挙ののち、議会運営委員会及び３常任委員会、議会
だより編集委員会の各委員が２年の任期を満了したため、新たな委員
が選任されました。
　また、一部事務組合議員についても、各議員の辞職に伴い新たな人
事が決まりました。

　地方自治法では、市（政令指定都市を除く）
の監査委員は定員２名と定められており、そ
のうち１名を議員から選任することとしてい
ます。
　監査委員は、市の財務に関する事務の執行
及び市の経営に係る事業の管理を監査するほ
か、必要に応じて市が財政的援助を与えてい
る団体や指定管理者などの監査も行います。

監
査
委
員

議会の人事が変わりました

総 務常任委員会総 務常任委員会
　総務常任委員会は、総合政策部、総
務部、市民生活部、会計課及び行政委
員会事務局の所管する事項、並びに他
の常任委員会の所管に属しない事項を
調査・審査します。

委 員 長　石田　陽一
　安全・安心で後世に引き継
げるまちづくりを目指しま
す。

委　　員　大島　昌弘
　経済的手法を用いた財政運
営と仕事の見える化を図って
いきたい。

委　　員　松本　賢一
　市民生活の安全対策や環境
保全対策に総務常任委員とし
て取り組みたい。

委　　員　村尾　光子
　所管は行政の中枢的分野だ
が、市民協働の視点で取り組
みたい。

委　　員　出口　芳伸
　市民生活の根幹を担う
部門が所管。より一層適切
なチェックに努めます。

副委員長　磯辺　香代
　総務の守備範囲はけっこう
広いですが、がんばります。

松本賢一委員
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経済建設常任委員会経済建設常任委員会　経済建設常任委員会は、産業振興部、
建設水道部及び農業委員会事務局の所
管に属する事項を調査・審査します。

委 員 長　秋山　幸男
　ひとつでも多く夢を実現で
きるよう、委員会運営に全力
を傾注。

委　　員　岡本　鉄男
　下野市の全ての事案に議論
を尽くし具現化することを目
指します。

委　　員　岩永　博美
　道路・上下水道等インフラ
整備実施状況のフォロー。

委　　員　須藤　　勇
　地域農業経営、後継者対策、
都市計画対策等を研究、推進
する。

委　　員　中村　節子
　農業と産業振興に力を入れ
てがんばります。

副委員長　若林　　稔
　委員会としての機能を十分
に発揮するよう努めてまいり
ます。

議会だより編集委員会議会だより編集委員会
　議会の活動や意見等を皆様に周知すべく、議
会だよりの原稿作成及び編集作業を行います。
議会だよりは定例会にあわせ年４回（２月 15
日・５月15日・８月15日・11月 15日）発行
します。

下野市議会だより

議会運営委員会議会運営委員会

　市議会定例会や臨時会
の運営のあり方（会期や
議事日程の調整、一般質
問や議案の取り扱いなど）
について調査・協議を行います。
　また、市議会の会議規則や委員会条例の改正
など、議会運営に関連する議案についての審査
を行います。
　委員会には委員のほか、議長及び副議長も出
席します。

403 会議室で開催
委 員 長
　　村尾　光子
副委員長
　　中村　節子
委　　員
　　出口　芳伸
　　柳田柳太郎
　　髙橋　芳市
　　若林　　稔

委 員 長
　　岡本　鉄男
副委員長
　　髙山　利夫
委　　員
　　大島　昌弘
　　髙橋　芳市
　　須藤　　勇
　　村尾　光子
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教育福祉常任委員会教育福祉常任委員会 　教育福祉常任委員会は、健康福祉部
及び教育委員会の所管に属する事項を
調査・審査します。

委 員 長　小谷野晴夫
　下野市の更なる住民福祉の
向上の為、一生懸命に働いて
まいります。

委　　員　髙橋　芳市
　住んでよかったと言えるまちづ
くりに努力してまいりますので、
皆さんの声をお聞かせください。

委　　員　野田　善一
　下野市が日本一の教育・福
祉のまちとなるべく努力して
いきたい。

委　　員　髙山　利夫
　初めての委員会ですので、
市民福祉の向上のため努力い
たします。

委　　員　柳田柳太郎
　一番大切な委員会だと思い
ますので、市民の皆様の意見
を聞きながら努めます。

副委員長　塚原　良子
　限りある財源・事業の精
査・必要とする人に適切な
支援を。

　小山広域保健衛生組合、石橋地区消防組合、及び栃木県南地方卸売市場事務組合の議会の議
員が、下のとおり市議会議員から選出されました。任期は平成 30 年４月 30 日までとなります。

小山市、栃木市、下野市、壬生町、野
木町の３市２町で組織され、地方卸売
市場の設置及び管理運営に関する事務
を共同処理しています。
所在地：小山市大字下河原田954番地

下野市、上三川町、壬生町の１市２町
で組織され、消防団長及び各市町議会
から計 12 名が組合議員として選出さ
れます。消防に関する事務（消防団を
除く）、液化石油ガス設備工事届の受理
に関する事務を共同処理しています。
所在地：下野市下石橋 246番地 1

小山市、下野市、上三川町、野木町の
２市２町で組織され、各市町議会から
計 14 名が組合議員に選出されます。
し尿処理・ごみ処理に関する施設、斎
場及び火葬場の建設や管理運営に関す
る事務、休日急患診療施設の管理運営
等を共同処理しています。
所在地：小山市大字塩沢 604番地

一
部
事
務
組
合
議
員
を
選
出

栃木県南公設地方
卸売市場事務組合 石橋地区消防組合 小山広域保健衛生組合

出口芳伸（１人） 大島昌弘・若林稔・髙山利夫・
岩永博美・野田善一　（５人）

小谷野晴夫・秋山幸男・
松本賢一　　　　（３人）
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選
挙
に
お
け
る
投
票
立
会
人
に

つ
い
て
、
期
日
前
投
票
所
の
開
閉

時
間
の
短
縮
や
病
気
・
事
故
等
の

理
由
で
立
会
時
間
内
に
交
代
が
生

じ
た
際
に
報
酬
を
従
事
時
間
に
応

じ
て
選
挙
管
理
委
員
会
が
定
め
る

額
と
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

の
民
営
化
に
向
け
、
事
務
組
合
が

共
同
処
理
す
る
事
務
を
変
更
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、議
決
し
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

下
野
市
議
会
だ
よ
り
第
40
号
３

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
総
括
質

疑
「
保
育
士
等
就
業
奨
励
金
」
に

関
す
る
記
事
中
、
答
え
の
４
〜
５

行
目
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
す
る
と
と
も
に
次
の
通
り

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
誤
）

「
正
規
の
就
学
期
間
（
１
年
ま
た

は
２
年
）
を
上
限
と
し
て
…
」

（
正
）

「
正
規
の
就
学
期
間
（
１
年
〜
４

年
）
を
上
限
と
し
て
…
」

都
市
公
園
内
の
危
険
行
為
を
禁

止
し
安
全
性
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
三
王
山
地
区
に
お
い
て
整

備
中
の
三
王
山
ふ
れ
あ
い
公
園
の

一
部
施
設
（
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
・
ド
ッ
ク
ラ
ン
）
が
７
月
21
日

に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
か
ら
、
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
設
定
さ
れ
た
同

公
園
の
施
設
使
用
料
に
つ
い
て

は
、左
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
の
歳
出
に
つ
い
て

は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事

業
及
び
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
に

４
３
９
３
万
６
千
円
、
ふ
れ
あ
い

館
管
理
事
業
（
屋
根
改
修
工
事
）

に
５
４
９
４
万
円
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

教
育
推
進
事
業
に
１
１
６
万
６
千

円
な
ど
が
追
加
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
一
方
、
地
元
農
畜
産
物
普
及

事
業
、観
光
振
興
事
業（
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
）、
下
野
ブ
ラ
ン
ド
創
生

推
進
事
業
な
ど
地
方
創
生
に
関
連

し
た
事
業
の
一
部
に
つ
い
て
は
、

国
の
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
事
業
費
が

27
年
度
会
計
に
前
倒
し
計
上
さ
れ

た
た
め
、
２
３
７
５
万
９
千
円
が

減
額
さ
れ
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
の
国
の
前
倒

し
事
業
及
び
今
年
度
事
業
の
国
庫

補
助
金
の
額
の
確
定
に
伴
う
精
算

に
よ
り
、
２
億
４
１
０
０
万
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
案

に
よ
り
、
人
事
案
件
１
件
、
専

決
処
分
の
承
認
４
件
、
平
成
28

年
度
補
正
予
算
案
２
件
、
条
例

の
制
定
・
改
正
案
３
件
、
及
び

そ
の
他
の
議
案
１
件
の
計
11
件

が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ほ

か
、
平
成
27
年
度
予
算
の
繰
越

計
算
書
な
ど
６
件
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
に
よ
委
員

会
条
例
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

一
般
質
問
で
は
７
人
の
議
員

が
そ
れ
ぞ
れ
市
の
対
応
や
考
え

方
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

条
例

 

そ
の
他

条
例

 

そ
の
他

都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市

場
事
務
組
合
規
約
の
変
更

表決の様子

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費
な
ど
追
加

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費
な
ど
追
加

平
成
28
年
度
補
正
予
算

平
成
28
年
度
補
正
予
算

一般会計（第１号）

公共下水道事業特別会計（第１号）

会　　　　　計　　　　　名

■平成 28 年度各会計補正予算 （単位：千円）

補　正　額 補正後の予算額

6118万5

△2億4100万0

241億4118万5

16億3757万7

オートキャンプ場（１区画）

ドックラン（１頭）

10時～ 15時

1,000 円

１日

200円

16時～ 22時

1,000 円

22時～翌 9時

1,000 円

ー

ー

金　　額

（※別途、消費税がかかります。）

当　　日
施　設　名

宿　泊
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一
般
会
計
補
正
予
算

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
推
進
事

業
の
う
ち
、
バ
ス
借
り
上

げ
に
係
る
事
業
内
容
を
問
う
。
補

助
金
は
１
校
１
回
限
り
か
。

今
回
は
４
小
学
校
が
対
象

で
、
バ
ス
借
り
上
げ
は
細

谷
小
学
校
の
つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ

ン
タ
ー
見
学
の
た
め
で
あ
る
。
今

回
で
16
校
す
べ
て
一
巡
し
た
が
、

県
補
助
要
綱
で
は
１
回
の
み
と
の

規
定
は
な
い

都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

禁
止
行
為
に
つ
い
て
、
利

用
者
へ
は
具
体
的
説
明
が

必
要
だ
。予

約
時
に
、
ド
ロ
ー
ン
、

ラ
ジ
コ
ン
飛
行
機
、
花
火

な
ど
の
例
を
示
し
た
注
意
書
き
を

利
用
者
に
配
付
す
る
。

連
泊
す
る
場
合
、
時
間
区

分
に
よ
り
一
時
退
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
電
源
を

備
え
て
い
る
が
、
維
持
管
理
費
が

賄
え
る
料
金
設
定
か
。

一
時
退
出
の
必
要
は
無
く
、

料
金
加
算
の
み
で
あ
る
。

料
金
設
定
は
、
採
算
性
は
検
討
せ

ず
、
で
き
る
限
り
下
野
市
を
Ｐ
Ｒ

し
、
道
の
駅
へ
も
寄
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
利
用
し
や
す
く
し
た
。

６
月
１
日

本
会
議【
開
会
】

（
議
会
人
事
、
議
案

説
明
、
一
部
表
決
）

２
日

本
会
議（
一
般
質
問
）

３
日

本
会
議（
一
般
質
問
）

６
日

本
会
議

（
議
案
の
質
疑
、

委
員
会
付
託
）

７
日

総
務
常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

８
日

経
済
建
設

常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

９
日

教
育
福
祉

常
任
委
員
会

（
付
託
案
件
審
査
）

15
日

本
会
議
【
閉
会
】

（
委
員
長
報
告
、

追
加
議
案
、表
決
）

第
２
回
定
例
会

会

期

日

程

問問問 答答答

議長退任のあいさつをする松本前議長

総
括括
質
疑疑
質
括
質
括
総
括
総総総
括
質
疑

総
括
質
疑

児
山
城
址
史
跡
・
保
存
整
備
の
請
願

川
の
日
を
国
民
の
祝
日
に

定
め
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
に
関
す
る
陳
情

児
山
城
址
史
跡
・
保
存
整
備
の
請
願

川
の
日
を
国
民
の
祝
日
に

定
め
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
に
関
す
る
陳
情

総　　　務
常任委員会

土塁や堀が残る児山城跡（県指定史跡）

教 育 福 祉
常任委員会

児山城址の整備に関し、下記事項の速やかな対応を求める。
・児山城址地権者や県と協議し、市有地化する。
・市史跡公園として認定整備し、文化財遺産として適正管理する。
・グリムの館との複合的観光文化施設として地域活性化に繋げる。
・小中学校の歴史教育に郷土の史跡研修教材として活用する。

川の恩恵を享受していることに感謝し、川の大切さを考え直すきっ
かけの日とするため、国民の祝日として「川の日」を制定するよう、
国への提出を求める。

委
員
会
審
査
で
は
最
初
に
現
地

に
赴
き
、
現
在
の
状
況
を
確
認
し

ま
し
た
。
ま
た
、
委
員
会
で
は
紹

介
議
員
で
あ
る
石
田
議
員
と
請
願

者
に
よ
る
趣
旨
お
よ
び
補
足
説

明
、
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
今
年
度
予
算
で

市
が
児
山
城
跡
の
調
査
費
用
を
計

上
し
て
い
る
点
や
今
後
の
計
画
等

に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
に
確
認

の
上
、
慎
重
に
審
査
す
る
必
要
性

が
あ
る
、
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
請
願
に
つ
い
て

は
、閉
会
後
も
審
査
を
続
け
る「
継

続
審
査
」
と
な
り
ま
し
た
。

委
員
会
審
査
に
当
た
り

陳
情
者
に
よ
る
趣
旨
お
よ

び
補
足
説
明
、
質
疑
が
行

わ
れ
た
後
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

委
員
か
ら
は
、
祝
日
制

定
へ
の
機
運
が
高
ま
ら
な

い
と
国
民
の
理
解
を
得
る

の
は
困
難
、
意
見
書
を
国

に
送
る
に
は
も
う
少
し
検

討
が
必
要
、
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
陳
情
に

つ
い
て
は
「
継
続
審
査
」

と
な
り
ま
し
た
。



8下野市議会だよりNo. 41

第
１
回
臨
時
会

仁
良
川
地
区
雨
水
管
渠
整
備
工

事
を
事
後
審
査
型
条
件
付
き
一
般

競
争
入
札
に
よ
り
実
施
し
、
落
札

者
と
仮
契
約
を
し
た
た
め
、
議
会

の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財

産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条

例
に
基
づ
き
、議
決
を
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
第
１
回
臨
時
会
が

７
月
20
日
に
１
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
提
案
に
よ
り
、
契
約
の

締
結
議
案
１
件
（
議
案
第
57

号
）
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

ほ
か
、
損
害
賠
償
の
額
の
決

定
に
関
す
る
専
決
処
分
の
報
告

２
件
（
報
告
第
８
・
９
号
）
を

受
け
ま
し
た
。

平成28年平成平成平成2成28年28年8年 １第１回

７月20７月200020日 水）（水水（水水）水）

平成28年 第１回

７月20日（水）

平成28年 第１回

臨 時 会臨 時 会
７月20日（水）

工
事
請
負
契
約
の
締
結

第２回定例会・第１回臨時会の審議結果第２回定例会・第１回臨時会の審議結果
同意 3号

承認 1号

承認 2号

承認 3号

承認 4号

議案 51号

議案 52号

議案 53号

議案 54号

議案 55号

議案 56号
発議 1号
議案 57号

議案等番号 付　議　事　件 賛成 反対 結果 主　　な　　内　　容
16

17

17

17

17

17

17

17

15

17

17
17
17

0

0

0

0

0

0

0

0

2

0

0
0
0

同意

承認

承認

承認

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決
可決
可決

監査委員の選任について
専決処分の承認を求めることについて（下野市税
条例等の一部を改正する条例の制定）
専決処分の承認を求めることについて（都市計画
税条例の一部を改正する条例の制定）
専決処分の承認を求めることについて（国民健康
保険税条例の一部を改正する条例の制定）
専決処分の承認を求めることについて（固定資産
評価審査委員会条例の一部を改正する条例の一部
を改正する条例の制定）

平成 28年度一般会計補正予算（第１号）

平成 28年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正

都市公園条例の一部改正

市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁
償に関する条例の一部改正
栃木県南公設地方卸売市場事務組合規約の変更
下野市議会委員会条例の一部改正
工事請負契約の締結

議員選出委員として松本賢一議員の監査委員選任に同意。
固定資産税減額に関し、住宅の熱損失防止改修工事に
おける規定を明確化。

市街化区域農地の保有に係る課税軽減の特例を追加。

税軽減の所得算定において、基礎額を引き上げること
で対象範囲を拡大。

地方税法改正に伴い、固定資産課税台帳に登録された
価格に関する審査申出の適用条件を変更。

当初予算より 6118 万 5 千円増の 241 億 4118 万 5
千円とする。
当初予算より 2億 4100 万円減の 16億 3757 万 7千
円とする。
学校教育法の一部改正により義務教育学校が追加され
たことに伴い条例を改正。
三王山ふれあい公園の使用料（オートキャンプ場・ドッ
クラン）を設定。
投票立会人の報酬を従事時間に応じ選挙管理委員会が
定める。
事務組合において共同処理する事務を変更。
市議会各委員会の記録に委員の署名を追加。
仁良川地区雨水管渠整備工事の工事請負契約。

市長より報告があったもの（表決はありません）

○…賛成　●…反対　欠…欠席　（議長は表決に加わらない）
議案54号

議案等
番号 付　　　議　　　事　　　件

○ ● ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ●○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○

村
尾

光
子

岡
本

鉄
男

松
本

賢
一

磯
辺

香
代

岩
永

博
美

髙
山

利
夫

野
田

善
一

若
林

稔

塚
原

良
子

秋
山

幸
男

須
藤

勇

小
谷
野
晴
夫

石
田

陽
一

髙
橋

芳
市

大
島

昌
弘

柳
田
柳
太
郎

中
村

節
子

出
口

芳
伸

都市公園条例の一部改正

議案等番号 案　　　　件　　　　名 内　　　　容
報告 2号
報告 3号

報告 4号

報告 5号

報告 6号

報告 7号
報告 8号
報告 9号

平成 27年度一般会計継続費繰越計算書の報告
平成 27年度一般会計繰越明許費繰越計算書の報告
平成 27 年度仁良川地区土地区画整理事業特別会
計繰越明許費繰越計算書の報告
平成 27 年度公共下水道事業特別会計繰越明許費
繰越計算書の報告

平成 27年度水道事業会予算繰越計算書の報告

専決処分の報告
専決処分の報告
専決処分の報告

2事業、1億 3358 万 800 円を 28年度に繰り越し。
30事業、10億 9295 万 1000 円を 28年度に繰り越し。

27年度予算で計上した事業費のうち8740万円を28年度に繰り越し。

27 年度予算で計上した事業費のうち 3億 450 万円を 28 年度に繰り
越し。
27 年度予算で計上した事業費のうち 1642 万 4000 円を 28 年度に
繰り越し。
市道での事故に係る損害賠償額 10万 7082 円の決定及び和解。
市道での事故に係る損害賠償額 3万 6990 円の決定及び和解。
市道での事故に係る損害賠償額 1万 2690 円の決定及び和解。
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議
会
の
動
き

　５月１日（土）、「道の駅しもつけ」におい
て市議会議員、市役所職員労働組合、市職員
が募金活動を行いました。
　お越しいただいた皆さまの温かいご支援に
より、２８６，１５０円のご協力をいただきま
した。

　皆様からいただいた義援金は社会福祉法人
栃木県共同募金会を通じて被災者の援助・被
災地の復興に役立てられます。
　募金にご協力くださった皆様、大変ありが
とうございました。

去
る
５
月
31
日
、
第
92
回

全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総

会
に
お
い
て
、
地
方
自
治
の

伸
長
発
展
と
市
政
の
向
上
、

振
興
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ

れ
た
功
績
と
し
て
、
本
市
で

は
在
職
15
年
以
上（
※
）と
し

て
磯
辺
香
代
議
員
が
、
在
職

10
年
以
上
と
し
て
石
田
陽
一

議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
市
議
会
議
長

会
の
評
議
員
を
務
め
ら
れ
た

松
本
賢
一
前
議
長
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

５月

６月

７月

１日　熊本地震災害義援金募金活動
17日　教育福祉常任委員会
18日　総務常任委員会
19日　兵庫県高砂市議会行政視察来庁
24日　真岡市議会行政視察来庁
25日　議会運営委員会・議員全員協議会
26日　議会だより編集委員会

１日～15日　第２回定例会
２日　議会運営委員会
６日　議会活性化特別委員会
14日　議会運営委員会・議員全委員協議会
15日　議会だより編集委員会
23日　石橋地区消防組合議会臨時会
24日　教育福祉常任委員会
28日　総務常任委員会
30日　議会運営委員会・経済建設常任委員会

７日　議会だより編集委員会
12日　議会運営委員会・議員全員協議会
15日　栃木県市議会議長会第291回議長会議・
　　　議員研修会
20日　第１回臨時会
21日　議会だより編集委員会
27日　議会だより編集委員会

議 会 の 動 き

松本　賢一 議員
石田　陽一 議員 磯辺　香代 議員
※町議時代の在職期間は２分の１で通算

市議会本会議の会議録が検索できます
①ホームページで閲覧（市ホームページからも入れます）
　会議録検索システム
　http://www.kaigiroku.net/kensaku/

shimotsuke/shimotsuke.html
②市内３図書館で冊子を閲覧
　・南河内図書館 ・石橋図書館 ・国分寺図書館
　
※会議録作成に時間を要するため、若干遅延す
る場合がございますが、ご了承願います。

熊本地震災害に対する
義援金募金活動を
行いました

熊本地震災害に対する
義援金募金活動を
行いました
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委
員
会
報
告

常 任 委 員 会
審 査 報 告
常 任 委 員 会
審 査 報 告
常 任 委 員 会
審 査 報 告

定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。定例会で委員会付託された議案等について、各常任委員会の審査状況を報告いたします。

ン
プ
の
２
区
分
の
方
が
わ
か
り
や

す
い
の
で
は
。

時
間
帯
区
分
は
蔓
巻
公
園

を
も
と
に
設
定
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
蔓
巻
公
園
で
は
こ
の

区
分
で
特
に
問
題
が
な
い
た
め
こ

の
よ
う
に
設
定
し
た
。
見
直
し
も

可
能
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今

後
、
利
用
状
況
等
を
見
た
上
で
判

断
し
て
い
き
た
い
。

多
く
の
方
に
来
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
理
由
で
使

用
料
を
設
定
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、
ほ
か
の
場
所
に
も
立
ち
寄
っ

て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な

工
夫
が
考
え
ら
れ
る
か
。

道
の
駅
で
食
材
を
買
っ
て

い
た
だ
き
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
て
い
た
だ
く
、
ま
た
、
公
園

に
宿
泊
さ
れ
る
方
に
ふ
れ
あ
い
館

の
お
風
呂
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、
相
乗
効
果
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
使
用

料
が
３
つ
の
時
間
帯
に
区

分
さ
れ
て
い
る
。
利
用
者
に
と
っ

て
は
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
と
宿
泊
キ
ャ

答

問 答 問 経済
建設
三
王
山
ふ
れ
あ
い
公
園
内
の
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場

リ
ー
ス
元
か
ら
不
具
合
が

あ
れ
ば
修
繕
し
て
い
き
た

い
と
聞
い
て
い
る
た
め
、
十
分
に

協
議
し
て
い
き
た
い
。

ペ
ッ
パ
ー
の
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
不
具
合
が
あ

り
、
今
年
度
予
算
で
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
修
正
を
考
え
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
メ
ー
カ
ー

側
に
よ
る
保
証
は
な
い
の
か
。

投
票
立
会
人
は
１
日
の
時

間
を
按
分
し
て
２
人
で
従

事
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
ま

た
、
自
治
医
科
大
学
期
日
前
投
票

所
の
開
設
時
間
は
大
学
と
の
協
議

に
よ
る
の
か
。

投
票
立
会
人
は
、
病
気
等

の
や
む
を
得
な
い
事
情
に

よ
り
代
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
場
合
、
立
会
人
登
録
者
の
中
か

ら
交
代
者
を
お
願
い
す
る
。
自
治

医
科
大
学
期
日
前
投
票
所
の
開
設

時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
と
す
る
が
、
大
学
と
協
議
の

上
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
決
定

し
た
。

答 問 総務

投
票
立
会
人
の
報
酬
改
定

答

問 総務

地
方
創
生
推
進
事
業
に
お
け
る
ペ
ッ
パ
ー

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
開
発
費
に
つ
い
て

自治医科大学

オートキャンプ場（一般区画）

サニタリー棟 炊事場
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委
員
会
報
告

被
保
護
世
帯
へ
の
訪
問
頻

度
を
伺
う
。

内
容
に
応
じ
訪
問
回
数
は

異
な
る
が
、
本
人
の
状
況

を
随
時
調
査
し
て
い
る
。

被
保
護
者
は
ふ
え
て
い
る

の
か
。

昨
年
３
月
と
本
年
同
月
の

比
較
で
は
、
世
帯
数
で

３
１
１
世
帯
が
３
１
８
世
帯
、
保

護
人
数
は
４
１
７
人
が
４
２
５
人

で
あ
っ
た
。

活
者
等
支
援
臨
時
給
付
金
給
付

事
業
で
は
５
百
人
を
予
定
し
て

い
る
。

事
業
の
対
象
人
数
を
伺

う
。

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事

業
で
は
７
千
人
、
年
金
生

ふ
れ
あ
い
館
の
屋
根
改
修

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
修
理
の
際

に
雨
漏
り
は
確
認
で
き
な
か
っ
た

の
か
。

当
時
は
そ
れ
ほ
ど
で
は
な

か
っ
た
が
、
最
近
頻
繁
に

雨
漏
り
が
す
る
た
め
、
今
回
改
修

を
す
る
。

答

答

答問

問

問教育
福祉
生
活
保
護
事
務
費

教育
福祉
ふ
れ
あ
い
館
管
理
事
業

答問 教育
福祉
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
及
び
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
給
付
金
給
付
事
業

料
を
含
む
額
と
し
て
約
38
万
円
が

当
市
負
担
分
と
な
る
。
施
設
の
修

繕
計
画
が
終
わ
る
36
年
度
は
、
事

務
承
継
市
の
事
務
経
費
４
５
０
万

円
の
う
ち
本
市
負
担
分
と
し
て

４
万
３
千
円
が
見
込
ま
れ
る
。

公
設
市
場
が
民
営
化
さ
れ

た
場
合
の
年
間
出
資
金
に

つ
い
て
伺
う
。

構
成
市
町
３
市
２
町
の
う

ち
、
下
野
市
の
負
担
率
は

０
・
95
％
で
あ
る
。
平
成
30
年
度

ま
で
は
公
債
費
の
負
担
が
続
き
、

31
年
度
か
ら
35
年
度
ま
で
は
施
設

整
備
計
画
に
基
づ
く
施
設
の
修
繕

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
内
容

と
日
程
を
伺
う
。

今
年
度
４
回
実
施
す
る
予

定
で
、
東
京
圏
か
ら
バ
ス

１
台
分
と
な
る
45
名
を
募
集
し
、

市
内
巡
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
、
工

場
見
学
な
ど
を
通
じ
て
本
市
の
魅

力
を
感
じ
て
い
た
だ
く
。
１
回
目

は
８
月
の
か
ん
ぴ
ょ
う
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
、
２
回
目
は
11
月
の
芋

煮
会
、
３
回
目
は
１
月
、
４
回
目

は
３
月
と
そ
れ
ぞ
れ
イ
ベ
ン
ト
に

合
わ
せ
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

答 問 経済
建設
栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場
事
務
組
合

の
民
営
化
に
つ
い
て

答問 経済
建設
観
光
振
興
事
業

昨年実施されたモニターツアーの風景

栃木県南公設地方卸売市場

ふれあい館

グリムの館

薬師寺歴史館



問問
答

薬師寺地区の平地林

市
長

個
人
所
有
の

平
地
林
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
ま
だ
で
あ
る
。
所

有
者
に
現
在
の
状
況
、
将
来

の
希
望
を
聞
き
、
地
域
住
民

を
交
え
た
平
地
林
活
用
を
進

め
て
い
き
た
い
。

取
り
組
ん
で
い
る
。
市
民
団

体
が
県
の
交
付
金
に
よ
り
、

自
然
観
察
路
、
広
場
を
整
備

す
る
計
画
も
あ
る
。

市
民
参
加
に
よ
る
平

地
林
の
整
備
は
ど
の

よ
う
に
進
め
る
か
。

は
、
太
陽
光
発
電
施
設
整
備

に
よ
る
も
の
が
多
い
。

平
地
林
を
守
る
た

め
の
市
の
取
り
組

み
は
。

市
長
「
と
ち
ぎ
の

元
気
な
森
づ
く
り
」

県
民
税
に
よ
る
交
付
金
を
活

用
し
、
市
内
３
か
所
で
整
備

事
業
を
実
施
。
ま
た
、
市
内

３
小
学
校
で「
緑
の
少
年
団
」

が
組
織
さ
れ
、
緑
化
活
動
に

市
民
に
安
ら
ぎ
を
与

え
る
平
地
林
の
大
部

分
（
76
％
）
は
私
有
地
で
あ

る
。
現
在
の
面
積
は
。

市
長

平
成
19
年
に

３
０
９
ヘ
ク
タ
ー
ル

だ
っ
た
が
、
９
年
間
で
11
ヘ

ク
タ
ー
ル
へ
り
、
平
成
28
年

３
月
現
在
２
９
８
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
な
っ
た
。
要
因
と
し
て

太
陽
光
発
電
施
設
整
備
に
よ
り
減
少

市
内
の
平
地
林
の
現
状
は

答

答

答

問

問

問

議
員

中
村
節
子

ほ
か
に
も
・
・
・

市
の
イ
ベ
ン
ト
に
コ
ス
プ
レ
を
取
り
入
れ
て
は
。

観
光
協
会
な
ど
と
協
議
し
て
検
討
を
進
め
る
。

問答

12

　

第
２
回
定
例
会
で
は
、
７
人
の

議
員
が
市
政
に
対
し
、
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の

内
容
を
要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。
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問問
答

問問
答

ナスの露地栽培

企
業
と
特
区
の
設
置
に
向
け

取
り
組
む
。

で
あ
る
こ
と
か
ら
県
と
連
携

を
図
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ

Ｐ
認
証
取
得
の
支
援
策
を
検

討
す
る
。
③
露
地
野
菜
の
機

械
導
入
補
助
に
加
え
、
ト
ン

ネ
ル
支
柱
・
ナ
ス
支
柱
の
支

援
を
検
討
し
て
い
る
。
④
下

野
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
に

対
し
て
販
路
開
拓
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
作

成
、商
標
登
録
を
支
援
す
る
。

⑤
県
・
近
隣
市
町
・
Ｊ
Ａ
・

策
を
伺
う
。
④
農
畜
産
物
の

下
野
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ

に
対
す
る
支
援
策
を
伺
う
。

⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
農
業
特
区
に
つ
い

て
伺
う
。市

長

①
本
市
に
お

い
て
は
第
二
次
総
合

計
画
及
び
栃
木
農
業〝
進
化
〞

躍
動
プ
ラ
ン
の
実
現
に
取
り

組
む
。
②
東
京
五
輪
は
本
市

農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
チ
ャ
ン
ス

①
本
市
の
農
業
施
策

に
つ
い
て
県
や
下
都

賀
地
方
の
重
点
施
策
を
ど
の

よ
う
に
取
り
入
れ
策
定
す
る

の
か
。
②
本
市
産
農
畜
産
物

を
東
京
五
輪
で
採
用
し
て
も

ら
う
た
め
に
ど
の
よ
う
な
応

援
を
し
て
い
く
の
か
。
③
ナ

ス
、
タ
マ
ネ
ギ
、
レ
タ
ス
、

ネ
ギ
等
の
露
地
野
菜
の
振
興

答

問

強
み
を
生
か
し
た
農
業
振
興
施
策
を
行
う

農
業
施
策
を
伺
う

議
員

大
島
昌
弘

夜
間
休
日
急
患
診
療
所
を
設

置
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
運

営
体
制
や
費
用
負
担
、
医
師

の
確
保
等
が
課
題
に
な
る
が
、

救
急
医
療
体
制
の
充
実
を
計

る
べ
く
、
県
・
医
師
会
・
自

治
医
大
等
と
協
議
を
進
め
、

設
置
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

と
思
う
が
。

市
長

小
山
地
区
夜

間
休
日
急
患
診
療
所

が
南
部
に
移
転
し
た
こ
と
に

よ
り
、
本
市
で
は
受
診
環
境

が
不
便
に
な
り
、
利
用
者
の

減
少
や
二
次
・
三
次
救
急
を

担
う
病
院
の
救
急
患
者
数
増

加
が
危
惧
さ
れ
る
。
本
市
に

大
の
救
急
患
者
数
は
10
年
前

に
は
年
間
３
万
４
千
人
に
上

り
、
ま
さ
に
パ
ン
ク
寸
前
の

状
態
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ

の
大
き
な
受
け
入
れ
先
で
あ

る
小
山
市
民
病
院
と
小
山
地

区
夜
間
休
日
急
患
診
療
所
が

南
部
に
移
転
し
た
こ
と
に
よ

り
、
再
び
大
病
院
へ
の
回
帰

志
向
が
懸
念
さ
れ
る
。
新
た

な
受
け
入
れ
機
関
の
設
置
も

選
択
肢
と
し
て
考
え
ら
れ
る

救
急
医
療
体
制
が
全

体
と
し
て
十
全
に
機

能
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
前

提
と
し
て
、
市
民
・
患
者
側

が
、
医
療
機
関
の
特
性
を
理

解
し
た
上
で
、
賢
明
な
判
断
・

選
択
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ

が
、
緊
急
時
に
於
い
て
も
、

大
病
院
志
向
が
強
い
傾
向
が

み
ら
れ
る
。
現
に
、
自
治
医

答

問

新
た
な
救
急
セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け
協
議
を
進
め
る

下
野
市
の
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て

議
員

野
田
善
一

新小山市民病院とともに移転した
小山地区夜間休日急患診療所

ほ
か
に
も
・
・
・

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
。

事
業
の
選
択
と
集
中
等
に
よ
り
財
政
健
全
化
を
維
持
。

都
市
計
画
税
の
見
直
し
は
。

貴
重
な
自
主
財
源
で
あ
り
目
的
に
沿
っ
て
活
用
す
る
。

問問答答

※グローバルＧＡＰ
　農産物生産における安全管理を向上
させることにより、円滑な農産物取引
環境の構築を図るとともに、農産物事
故の低減をもたらすことを目的とした
認証。ドイツに本部を置く非営利組織
が運営主体。
（農林水産省ホームページを参照）

※
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現在の石橋総合病院

考
え
る
。
現
病
院
敷
地
内
に

あ
る
共
同
名
義
の
土
地
は
地

権
者
95
名
、
面
積
１
９
５
平

方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
市
へ

の
譲
渡
の
対
象
と
は
な
っ
て

い
な
い
。
地
区
を
区
分
し
て

利
用
で
き
る
か
検
討
す
る
。

や
国
道
４
号
線
に
近
接
し
て

お
り
、
地
域
発
展
の
可
能
性

が
高
く
地
域
の
拠
点
と
し
て

の
利
活
用
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
複
合
施
設
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
が
ま
ち
づ
く

り
の
観
点
か
ら
望
ま
し
い
と

公
民
館
、
児
童
館
な
ど
公
的

機
関
の
設
置
を
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
現
病
院
敷
地

に
は
共
同
名
義
の
土
地
が
あ

る
が
、
何
名
の
地
権
者
で
ど

の
く
ら
い
の
面
積
な
の
か
。

こ
の
土
地
も
市
に
譲
渡
さ
れ

る
の
か
伺
う
。

市
長

石
橋
病
院
移

転
後
の
跡
地
の
利
用

に
つ
い
て
は
、
石
橋
地
区
の

中
心
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
石
橋
駅

石
橋
総
合
病
院
移
転

後
の
跡
地
の
利
用
計

画
に
つ
い
て
、
新
病
院
は
29

年
３
月
開
院
で
現
病
院
は

７
月
頃
か
ら
解
体
整
地
を
行

い
、
約
９
か
月
の
時
間
を
要

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
後
、
市
に
譲
渡
さ
れ
る

が
、
譲
渡
後
の
利
用
に
つ
い

て
、
市
役
所
の
出
先
機
関
や

複
合
施
設
整
備
敷
地
と
し
て
活
用
す
る

石
橋
総
合
病
院
跡
地
の
利
用
計
画
は

答

問

議
員

須
藤

勇

等
の
施
設
長
会
議
で
検
討
し

て
い
く
。
民
営
化
は
公
立
２

園
を
残
す
方
向
で
検
討
中
。

民
営
化
に
当
た
っ
て
は
、
多

く
の
方
々
に
丁
寧
に
説
明
し
、

理
解
を
得
な
が
ら
進
め
る
。

の
場
合
、
対
応
で
き
る
か
不

安
視
さ
れ
る
方
が
多
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。安
心
感
を
持
っ

て
頂
く
た
め
、
一
定
の
基
準
、

方
法
を
体
系
化
し
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
に
向
け
、
保
育
園

ト
に
つ
い
て
、
子
ど
も
園
等

８
園
が
設
置
さ
れ
た
時
点
で
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
策
定
さ
れ
て
い
れ
ば
、

計
画
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し

て
い
た
の
で
は
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
策
定
と
迅
速
な
る
民
営

化
推
進
を
求
む
。

市
長

養
育
困
難
家

庭
の
児
童
は
主
に
公

立
保
育
園
が
支
援
し
て
き
た

経
緯
が
あ
り
、
全
園
民
営
化

子
ど
も
子
育
て
会
議

に
提
出
さ
れ
た
「
公

立
保
育
園
民
営
化
実
施
計
画
」

第
一
次
素
案
に
は
『
全
部
の

園
を
民
営
化
す
る
こ
と
に
不

安
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機

能
を
維
持
し
た
公
立
保
育
園

が
必
要
』
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。
養
育
困
難
家
庭
の
子
供
、

お
よ
び
保
護
者
へ
の
サ
ポ
ー

答

問

公
立
保
育
園
２
園
を
残
す
方
向
で
検
討

公
立
保
育
園
の
民
営
化
を
も
っ
と
迅
速
に

議
員

塚
原
良
子

待機児童ゼロを目指して

ほ
か
に
も
・
・
・

ロ
コ
モ
予
防
対
策
を
。

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
普
及
啓
発
を
す
る
。

公
民
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
。

公
民
館
振
興
計
画
の
策
定
を
考
え
て
い
る
。

ほ
か
に
も
・
・
・

市
道
２
―
７
号
線
の
年
次
別
説
明
を
求
め
る
。

北
城
通
り
の
1.2
㎞
に
つ
い
て
は
、
市
の
幹
線
道
路
整

備
計
画
の
短
期
計
画
に
含
ま
れ
て
お
り
、
平
成
34
年

で
全
線
完
成
を
目
指
し
進
め
て
い
る
。

問問

問

答答

答
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問問
答

答
問問

独立行政法人水資源機構思川開発建設所HP
（http://www.water.go.jp/kanto/omoigawa/
jigyou/img/ichizu_kakudai.gif ）から

て
い
る
。思

川
開
発
事
業
参
加

に
つ
い
て
、
議
会
に

は
何
ら
説
明
が
無
い
。
議
会

軽
視
で
は
な
い
か
。

市
長

協
議
会
と
調

整
の
上
、
適
宜
報
告

す
る
。

み
で
は
な
く
思
川
開
発
に
よ

る
他
方
の
水
源
を
確
保
し
て

お
く
こ
と
が
最
良
と
判
断

し
、
現
段
階
は
参
加
す
る
。

今
後
の
学
識
者
に
よ
る
報
告

書
素
案
検
討
結
果
に
注
視
す

る
。
野
木
町
は
県
南
広
域
的

水
道
整
備
協
議
会
に
参
加
し

市
長

①
県
は
、
水

道
料
金
試
算
に
必
須

の
供
給
単
価
を
示
し
て
い
な

い
。
今
後
、
県
と
協
議
し
検

討
す
る
。
②
国
交
省
及
び
独

立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
で

は
思
川
開
発
の
検
証
を
進
め

て
お
り
、
検
証
に
係
る
報
告

書
（
素
案
）
を
策
定
し
た
。

本
市
は
水
道
水
源
を
100
％
地

下
水
に
依
存
し
て
い
る
。
リ

ス
ク
分
散
か
ら
、
地
下
水
の

①
思
川
開
発
事
業
の

広
域
水
道
か
ら
水
道

用
水
を
得
た
場
合
、
水
道
料

金
は
い
く
ら
位
と
試
算
か
。

②
市
長
は
以
前
に
、
リ
ス
ク

分
散
の
た
め
思
川
開
発
事
業

に
参
入
す
る
と
答
弁
し
た
。

初
め
に
南
摩
ダ
ム
建
設
あ
り

の
後
付
け
理
由
で
は
な
い

か
。野
木
町
同
様
に
撤
退
を
。

リ
ス
ク
分
散
と
安
定
供
給
の
た
め
参
加
す
る

水
道
用
水
確
保
の
た
め
の
思
川
開
発
事
業
か
ら
撤
退
を

答

答

問

問

議
員

村
尾
光
子

市
民
生
活
部
長

コ

ン
ポ
ス
ト
訴
訟
の
反

省
も
踏
ま
え
て
進
め
る
。

粗
大
ご
み
の
修
理
・

再
使
用
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
て
い
る
か
。

市
長

平
成
31
年
度

稼
働
で
準
備
し
て
い

る
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
施
設
で
、
家
具
な
ど
の

再
生
品
を
市
民
に
提
供
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

い
下
野
市
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
も
本
年
度
改
定
す

る
。
33
年
度
稼
働
計
画
は
必

要
無
く
な
っ
た
。

焼
却
灰
の
全
量
ス
ラ

グ
化
は
、
余
剰
ス
ラ

グ
が
大
量
に
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
る
し
、
排
出
者
責
任

も
つ
い
て
回
る
。
処
理
方
法

を
１
つ
に
限
定
せ
ず
、
最
終

処
分
の
リ
ス
ク
と
コ
ス
ト
の

管
理
に
意
を
用
い
ら
れ
た
い
。

分
場
稼
働
と
あ
る
。
具
体
的

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

市
長

昨
年
改
定
さ

れ
た
小
山
広
域
一
般

廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
で
は
、

最
終
処
分
場
に
つ
い
て
の
協

議
は
継
続
し
つ
つ
も
、
焼
却

灰
を
溶
融
ス
ラ
グ
化
し
建
設

資
材
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
最
終
処
分
量
を
限
り
な
く

ゼ
ロ
に
す
る
方
針
と
な
っ
た
。

市
民
生
活
部
長

こ
れ
に
倣

小
山
広
域
コ
ン
ポ
ス

ト
訴
訟
問
題
検
証
報

告
が
昨
年
公
表
さ
れ
た
が
、

自
前
の
最
終
処
分
場
に
つ
い

て
の
言
及
が
な
く
、
再
発
防

止
策
と
し
て
不
十
分
と
の
意

見
が
あ
る
。
た
だ
、
現
行
の

下
野
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
に
は
平
成
33
年
度
に

構
成
市
町
に
お
い
て
最
終
処

コ
ン
ポ
ス
ト
訴
訟
の
反
省
を
踏
ま
え
る

焼
却
灰
処
分 

ス
ラ
グ
化
の
み
へ
の
シ
フ
ト
は
危
険

答

答答

問

問

問

議
員

磯
辺
香
代

焼却灰を原料とした溶融スラグ

ほ
か
に
も
・
・
・

自
治
会
長
報
酬
と
自
治
会
振
興
費
交
付
金
の
見
直
し
を
。

見
直
し
は
せ
ず
、
現
行
ど
お
り
に
交
付
す
る
。

問答

※マテリアルリサイクル推進施設
　廃棄物を材料・原料として利用するために、廃棄物の破砕、選
別、圧縮等を行うことにより、リサイクルを進めるための施設。
　また、不用品の補修、再生品の展示を通してリユースを進め、
さらに３Ｒの普及啓発等を行うための施設。

※思川開発事業
　洪水調節､ 不特定補給（川の流水量安定化）､ 新規利水の開発
を目的に､ 渡良瀬川支流の思川上流部南摩川に南摩ダムを建設す
るとともに､ 思川支流の黒川､ 大芦川を導水路で結ぶ事業。

※※

※



議会傍聴してみませんか？してみませんか？
第２回定例会は、新しい議場で開催された初めての会議でした。
多くの皆様にご来場いただきましたが、47席ある傍聴席にはまだ多くの余裕がありました。
議会は、市の年間予算や条例など、市民生活にとって重要な事項が審議されます。
また、議員一般質問では市長や議員の考え・方針など、互いに真 に向き合いながら熱い議論
が展開されます。
定例会は年４回開催されます。

　議会改革の一環として、来場された皆様からご
意見を募っております。

いただいたご意見の一部（要約）

●もっと効率的に議会運営すべきである。
●傍聴席通路がせまい。
●傍聴の理由は、執行部・議員の質・活躍ぶりを
チェックするため。
●自席で答弁できるのは、短い時間しかない議会
では有効。発言者・答弁者の発言内容もよく聞
こえて理解できた。
●執行部・議員とも質的勉強をされて新庁舎にふ
さわしいレベルに早く到達されたい。

傍聴を希望される方は、本会議当日、市役所４階議
会事務局前に直接お越しください。（備え付けの受
付票に住所・氏名を記入し、受付箱に投函していた
だきます。）

第３回定例会 月　　日（木）第３回定例会第第平成28年平成28年 月　　日（木）
議場にて
開会予定
議場にて
開会予定

詳しい日程は８月 25日頃、市ホームページ http://www.city.shimotsuke.lg.jp でお知らせいたします。
　月月月　 日日日

y.shimotsuky shimotsuk
１１月月月

p://www.cp w c
９９

皆様のご来場をぜひお待ちしております。

傍聴アンケート傍聴アンケート

一般質問のようす一般質問のようす
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本
年
第
２
回
定
例
会
は
新
し
い
議
場
で
の
初
め
て
の
議
会
で
し

た
。
議
席
数
18
、
段
差
を
小
さ
く
し
、
夕
顔
の
実
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
円
形
の
議
場
は
、執
行
部
も
傍
聴
者
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
常
任
委
員
会
委
員
の
改
選
期
に
伴
い
、
一
連
の

議
会
人
事
も
あ
り
ま
し
た
。
新
た
な
気
持
ち
で
議
会
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

昨
年
の
第
４
回
定
例
会
分
よ
り
、
常
任
委
員
会
会
議
録
概
要
版

が
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
議
会
図

書
室
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

18
歳
か
ら
の
選
挙
権
付
与
に
伴
い
、『
主
権
者
教
育
』
が
度
々

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。地
方
政
治
に
関
心
を
持
つ
一
助
と
し
て
、

若
い
皆
さ
ん
に
も
下
野
市
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
編
集
に
心
し
て
参
り
ま
す
。

（
村
尾

光
子
）

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長

村
尾

光
子

副
委
員
長

中
村

節
子

委

員

出
口

芳
伸

柳
田
柳
太
郎

髙
橋

芳
市

若
林

稔

次
号（
第
42
号
）は
11
月
15
日
に
発
行
し
ま
す

下野市議会だよりNo. 41

下野市議会だより
１部あたりの印刷
製本費は約 13 . 1円
です。


